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８月７日、今年も納涼祭が盛大に開催されました。天候にも恵まれ、夕方５時の開始時間にはそよそよと

気持ちのいい風を感じることができ、夏の夕涼みにぴったりな日となりました。今年は「爽涼祭」とテーマ

を設け、日本の懐かしい涼しい夏を感じて頂くため、会場の各所に風鈴や風車を飾り付けました。風に揺ら

れて響く風鈴の音色に回る風車は涼しさを運ぶとともに、どこか懐かしく心和らぐ雰囲気に包まれました。

入所者の皆さんも浴衣や甚平姿で参加され会場を盛り上げました。また、屋台の食物バザーやゲームを楽

しみ、お楽しみクジでは特賞を当てて大喜びの方もいらっしゃいました。

盆踊りは、当日までにみんなで練習を重ね気分を盛り上げてきました。「炭坑節」は「掘って掘ってまた掘

って～♪」の掛け声に合わせてやぐらをまわります。「草津節」は歩行の困難な方でも座って踊れるような振

付になっていて、リハビリを兼ねて楽しく踊れます。視覚障がいの方々でも音楽が流れると自然に身体が動

き、輪の中に混ざって笑顔があふれます。

地域の方、ご家族の方にもたくさん来園していただき、にぎやかで楽しい夏の夜のひとときになりました。

平成２５年度 納涼祭

～懐かしい日本の夏、涼しい昭和の夏～

福寿園爽涼祭を開催しました。

残暑お見舞い申し上げます。

炎暑が続き本当の秋が待ち遠しい毎日ですが、

皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。

もうしばらくは暑さが続くようです。ご自愛のほどお祈り申し上げます。

施設長 林 美恵子
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ＱＣ活動「地震発生時に自分の身の安全を確保しよう」（６）

「地震発生時に自分の身の安全を確保する」ため数々の対策を行ってきましたが、最後にその結果をお伝えしたい

と思います。

対策を実施後、前回６月に行ったのと同じ条件で再度避難訓練を行いました。その結果危険な行動を取った人は、

地震発生直後の時間帯では２７人減（４３人→16人）余震に備える時間帯では３４人減(４１人→７人)避難指示が出

てからでは１３人減（２１人→８人）まで減少しました。危険な行動を取った人を当初の３分の２以下にするという

目標については、それぞれの時間帯で96％、121％、93％とほぼ目標通りか目標以上の達成率を上げることができ

ました。さらにすべての時間帯を通じて指針に沿った行動の出来た方は当初の１人から２７人へと大幅に増え、防災

への意識が確実に浸透してきた手ごたえを感じることができました。

ただ残念なことに、一部の入所者へは最後まで訓練への理解が得られませんでした。目標はほぼ達成できたとはい

え残された入所者の命をないがしろにすることはできません。そこで効果を持続させるために歯止めを行うことにし

ました。年３回行われる避難訓練の機会を活用し、事前に今回学んだ防災に関する知識をおさらいし身の守り方を再

確認していこうと思います。理解の薄い入所者については個別に時間を取ることで入所者全員に確実に防災意識を浸

透させ、逃避行動の標準化を図ろうと考えています。また年４回ある衣替えの際には入所者の防災グッズを再点検し、

不備がないか適正な管理にも努めてまいりたいと思います。

今回のQC活動に取り組んで強く感じたことは、地震で最も怖いことは地震対策を

しないことではなく、地震の怖さを忘れることではないかと強く感じました。あの

東日本大震災から早２年半が過ぎようとしています。半年間のQC活動で得られた成

果を無駄にしないため今後の防災活動も入所者と一体となって取り組んでまいりた

いと思います。

1年以上にわたる今回の記事でしたが、お付き合い頂いて本当にありがとうございました。

生活相談員

ショートステイの受け入れも随時行っております。

待機者はございません。入所相談等ありましたら、

ぜひご連絡下さい。よろしくお願いします。

平成２５年９月２日（月）現在

定員 ８０名 現在入所者 ８０名

ショートステイ：定員４名 現在入所 ２名

担当者/主任生活相談員：山森達也 主任支援員；山田竜太

〒441-3413

愛知県田原市六連町神ノ釜 9-3

TEL：0531-27-0008

FA X：0531-27-0828

URL：http://w w w .fukujuen.or.jp

E-m ail：honbu@ fukujuen.or.jp

【養護盲老人ホーム福寿園☆あんなこと、こんなこと】⑧

～ 『買い物』について～

ブログも随時

更新中！！

是非

ご覧下さい

施設生活の中で、各自必要な日用雑貨や嗜好品などを手にする手段として、ここ福寿園

では様々な方法を用意しています。

月に１度、ボランティアさんの同伴で出掛け、地域のショッピングセンターで自身で買い物

をする「買い物デー」。同じく月に一度、自身では買い物へ行けない方や、大きな物品などを

職員が買い物代行をする「注文買い物」。月に一度、地域の八百屋さんが果物や生菓子等

を持ってきて販売を行う「移動売店」。そして、週に一度日曜日、食堂ホールにたくさんの菓

子や日用品が並べられ、各自自由に買い物できる「日曜売店」。

どれも入所者の皆さんが楽しみに待っているイベントです。大きな荷物を抱えて、笑顔で

居室へ帰っていくその後ろ姿を見るのは私たちにとっても心温まる瞬間です。
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